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第1章 都市計画決定権者の名称等 

 

 1.1 都市計画決定権者の名称等 

名    称 ：広島市 

代 表 者 ：広島市長 松井 一實 

所 在 地 ：広島市中区国泰寺町一丁目 6 番 34 号 

 

 1.2 事業者の名称等 

名    称 ：広島市 

代 表 者 ：広島市長 松井 一實 

所 在 地 ：広島市中区国泰寺町一丁目 6 番 34 号 

 

名    称 ：広島電鉄株式会社 

代 表 者 ：代表取締役社長 椋田 昌夫 

所 在 地 ：広島市中区東千田町二丁目 9 番 29 号 
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第2章 都市計画対象事業の目的及び内容 

 

 2.1 都市計画対象事業の目的 

デルタ周辺の交通拠点から都心へのアクセスや、デルタ内の公共交通ネットワークを担

っている路面電車については、現在、広島駅への進入ルートが迂回しているため、広島駅

と紙屋町・八丁堀地区間の所要時間が長く、定時性や速達性の確保が課題となっている。 

このため、（仮称）駅前大橋線軌道建設事業を実施し、デルタ内の移動の円滑化を推進す

るとともに、利用者の利便性向上の観点に立った公共交通ネットワークの形成を図るもの

である。 

 

 2.2 都市計画対象事業の名称 

（仮称）駅前大橋線軌道建設事業 

 

 2.3 都市計画対象事業の内容 

 2.3.1 都市計画対象事業の種類 

軌道の建設 

 

 2.3.2 都市計画対象事業の規模 

約 1.2km 

 

 2.3.3 都市計画対象事業の実施を予定している区域 

広島市南区松原町～広島市南区比治山町 

 

 2.3.4 都市計画対象事業の本線路の数 

本線路の数：2 

 

 2.3.5 都市計画対象事業に係る軌道施設の設計の基礎となる車両の最高速度 

最高速度：40km/h 

 

都市計画対象事業位置図は、図 2-1 に示すとおりである。 
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図 2-1 

都市計画対象事業位置図
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 2.3.6 その他都市計画対象事業の内容に関する事項 

  (1) 都市計画対象事業の計画概要 

都市計画対象事業の計画概要は、表 2-1 に示すとおりである。 

本事業は、駅前大橋ルートを整備するため、高架部及び地平部で構成される（仮称）

駅前大橋線の新設を行うものである。 

 

表 2-1 都市計画対象事業の計画概要 

項  目 計画概要 

路線区間 広島市南区松原町～広島市南区比治山町 

路線延長 

約 1.2km 

高架部：約 0.3km 

地平部：約 0.9km 

主要構造 
高架部：鋼桁、軽量盛土 

地平部：コンクリート路盤 

電 停 数 
3 箇所 

（広島駅、稲荷町及び新設電停） 

運行計画 

運行方法 上り 1 線、下り 1 線 

運行本数 

広島駅電停～稲荷町電停 ：630 本/日 

上り線 ：315 本/日 

下り線 ：315 本/日 

稲荷町電停～新設電停 

～比治山下電停 ：216 本/日 

上り線 ：108 本/日 

下り線 ：108 本/日 

最高速度 40km/h 

 

   ① 計画平面図 

本事業の計画平面図は、図 2-2 に示すとおりである。 
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図 2-2 計画平面図 
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   ② 計画縦断図 

本事業の計画縦断図は、図 2-3 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3(1) 計画縦断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3(2) 計画縦断図（高架部拡大） 
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   ③ 計画横断図 

本事業の計画横断図は、図 2-4 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4(1) 計画横断図（高架部：Ａ－Ａ’断面） 
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図 2-4(2) 計画横断図（地平部：Ｂ－Ｂ’断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4(3) 計画横断図（地平部：Ｃ－Ｃ’断面）  
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   ④ 広島駅電停平面図・横断図 

広島駅電停の平面図・横断図は、図 2-5 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 広島駅電停平面図・横断図 
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  (2) 工事計画 

   ① 工事工程 

工事工程の概要は、表 2-2 に示すとおりである。 

 

表 2-2 工事工程の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：高架部は広島駅～駅前大橋南詰、地平部①は駅前大橋南詰～稲荷町交差点、地平部②は稲荷町交差点～松

川町交差点、地平部③は松川町交差点～比治山町交差点 

 

   ② 工事内容 

高架部においては、既設地下構造物の保護を行いながら橋脚・橋台を構築する。橋

桁の架設後、軌道及び電気設備の施工を行う。高架部の盛土区間及び地平部は、現状道

路の中央分離帯や舗装を撤去し、路面電車の軌道及び電気設備の施工を行う。 

また、使用する主な建設機械については表 2-3 に示すとおりである。建設機械につ

いては、排ガス対策型、低騒音・低振動型の建設機械を採用し、事業計画地周辺の生活

環境に著しい影響が生じないよう配慮する。 

 

表 2-3 主な建設機械 

区 分 工  種 主な建設機械 

高架部 

準備工 ラフテレーンクレーン（35t）、バックホウ（0.5m3） 

基礎工・橋脚工 トラッククレーン（100t）、バックホウ（0.7m3） 

桁架設工 トラッククレーン（100t）、トラッククレーン（300t） 

軌道工・電気工 ラフテレーンクレーン（35t）、トラッククレーン（100t）

舗装工 バックホウ（0.7m3）、振動ローラー（10ｔ） 

地平部 

準備工 ラフテレーンクレーン（35t）、バックホウ（0.5m3） 

路盤工・電気支柱工・停留所 ラフテレーンクレーン（25t）、バックホウ（0.5m3） 

軌道工・電気工 ラフテレーンクレーン（25t）、バックホウ（0.5m3） 

 

  

工  区 工  種

地平部③

準備工

路盤工・電気支柱工・停留所

軌道工・電気工

地平部①

準備工

路盤工・電気支柱工・停留所

軌道工・電気工

地平部②

準備工

路盤工・電気支柱工・停留所

軌道工・電気工

工事工程

高架部

準備工

基礎工・橋脚工

桁架設工

軌道工・電気工

舗装工
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   ③ 施行順序 

高架部及び地平部の標準的な施工順序は、図 2-6 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6(1) 施行順序図（高架部：鋼桁）  
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図 2-6(2) 施行順序図（高架部：軽量盛土） 
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図 2-6(3) 施行順序図（地平部：中央分離帯有り） 
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図 2-6(4) 施行順序図（地平部：中央分離帯無し） 
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   ④ 工事用車両の運行計画 

工事用車両には、発生する土砂を運搬するダンプトラック、建設機械及び建設資材

を運搬するトレーラ又はトラック等を計画している。 

工事用車両台数は、工事開始から 48 ヶ月目で最大となる 1,000 台/月と想定してい

る。 

工事用車両の走行ルートは図 2-7 に示すとおりであり、県道広島三次線、県道広島

海田線、市道中広宇品線及び市道駅前吉島線の各幹線道路から事業計画地に出入りする

計画である。 

工事用車両の走行に際しては、規制速度の遵守やアイドリングストップの徹底等、

近隣住民の生活環境に著しい影響を及ぼすことのないように十分配慮する。なお、詳細

については、今後、道路管理者、交通管理者等関係機関と調整の上決定する。 
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図 2-7 

工事用車両の走行ルート
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   ⑤ 建設機械の稼働台数及び工事用車両の走行台数 

建設機械の稼働台数及び工事用車両の走行台数は、表 2-4 及び表 2-5 に示すとおり

である。 

 

表 2-4(1) 建設機械の稼働台数 

単位：台/月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ラフテレーンクレーン(35t) 20 20 20 20 20 20 20 40 20 20 20 20 20 20

バックホウ(0.5m
3
) 20 20 20 20 20 20 20 40 20 20 20 20 20

トラッククレーン(100t) 20 20 40 40 40 40 40 40 20 20

バックホウ(0.7m
3
) 20 20 40 40 40 40 40 40 20 20

トラッククレーン(100t) 20 20 20

トラッククレーン(300t) 10 10

ラフテレーンクレーン(35t)

トラッククレーン(100t)

バックホウ(0.7m
3
)

振動ローラー(10ｔ)

合計 40 40 40 40 40 40 40 120 120 160 120 120 80 40 40 30 30 20 0 20 40 40 20 20

ラフテレーンクレーン(35t)

バックホウ(0.5m
3
)

ラフテレーンクレーン(25t)

バックホウ(0.5m
3
)

ラフテレーンクレーン(25t)

バックホウ(0.5m
3
)

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ラフテレーンクレーン(35t)

バックホウ(0.5m
3
)

ラフテレーンクレーン(25t)

バックホウ(0.5m
3
)

ラフテレーンクレーン(25t)

バックホウ(0.5m
3
)

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ラフテレーンクレーン(35t)

バックホウ(0.5m
3
)

ラフテレーンクレーン(25t)

バックホウ(0.5m
3
)

ラフテレーンクレーン(25t)

バックホウ(0.5m
3
)

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48

ラフテレーンクレーン(35t) 20 20 20

バックホウ(0.5m
3
) 20 20

トラッククレーン(100t) 40 40 40 40 40 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

バックホウ(0.7m
3
) 40 40 40 30 20 10 10 10 10 10 10 10 20 20 20 20

トラッククレーン(100t) 20 20 20 20

トラッククレーン(300t)

ラフテレーンクレーン(35t)

トラッククレーン(100t)

バックホウ(0.7m
3
) 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

振動ローラー(10ｔ) 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

合計 80 80 80 70 60 50 50 50 50 30 30 30 0 60 60 60 100 80 100 100 100 100 80 100

ラフテレーンクレーン(35t) 10 10 10

バックホウ(0.5m
3
) 60 60 60 60

ラフテレーンクレーン(25t) 20 20 20 20 20 20

バックホウ(0.5m
3
) 60 60 60 60 60 60

ラフテレーンクレーン(25t)

バックホウ(0.5m
3
)

合計 0 0 0 0 0 0 60 70 70 70 80 80 80 80 0 0 0 0 0 0 0 0 80 80

ラフテレーンクレーン(35t) 10 10 10

バックホウ(0.5m
3
) 60 60 60 60

ラフテレーンクレーン(25t) 20 20 20 20 20 20

バックホウ(0.5m
3
) 60 60 60 60 60 60

ラフテレーンクレーン(25t)

バックホウ(0.5m
3
)

合計 0 0 0 0 0 0 60 70 70 70 0 0 0 0 80 80 80 80 0 0 0 0 80 80

ラフテレーンクレーン(35t) 10 10 10

バックホウ(0.5m
3
) 60 60 60 60

ラフテレーンクレーン(25t) 20 20 20 20 20 20

バックホウ(0.5m
3
) 60 60 60 60 60 60

ラフテレーンクレーン(25t)

バックホウ(0.5m
3
)

合計 0 0 0 0 0 0 60 70 70 70 0 0 0 0 0 0 0 0 80 80 80 80 80 80

工

区
工　種 建設機械

工事1年目 工事2年目

準備工

工事4年目

準備工

基礎工・橋脚工

桁架設工

軌道工・電気工

舗装工

準備工

路盤工・電気支

柱工・停留所

軌道工・電気工

工事3年目

路盤工・電気支

柱工・停留所

軌道工・電気工

準備工

路盤工・電気支

柱工・停留所

軌道工・電気工

路盤工・電気支

柱工・停留所

軌道工・電気工

準備工

路盤工・電気支

柱工・停留所

軌道工・電気工

舗装工

工種 建設機械

準備工

基礎工・橋脚工

桁架設工

地

平

部

②

地

平

部

③

地

平

部

①

軌道工・電気工

準備工

路盤工・電気支

柱工・停留所

軌道工・電気工

準備工

高

架

部

地

平

部

①

地

平

部

②

地

平

部

③

高

架

部

工

区
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表 2-4(2) 建設機械の稼働台数 

単位：台/月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-5 工事用車両の走行台数 

単位：台/月 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

120 120 120 120 120 140 140 400 400 520 400 400 280 140 140 90 90 80 0 60 80 80 60 60

25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48

280 280 280 180 170 210 660 690 690 570 290 290 200 460 460 460 600 580 600 650 650 650 980 1000

49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65

590 390 390 390 570 440 440 650 450 450 520 320 230 230 630 630 630

工事3年目 工事4年目

工事5年目 工事6年目

工事1年目 工事2年目

工事用車両台数（大型車）

工事用車両台数（大型車）

工事用車両台数（大型車）

49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65

ラフテレーンクレーン(35t)

バックホウ(0.5m
3
)

トラッククレーン(100t)

バックホウ(0.7m
3
)

トラッククレーン(100t) 20 20

トラッククレーン(300t) 20 20 20 40 20

ラフテレーンクレーン(35t) 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 20 20 10 10 10 10 10

トラッククレーン(100t) 10 10 10 10 10 10 10 10

バックホウ(0.7m
3
)

振動ローラー(10ｔ) 20

合計 90 90 90 90 70 40 40 50 50 50 20 20 10 10 10 10 10

ラフテレーンクレーン(35t)

バックホウ(0.5m
3
)

ラフテレーンクレーン(25t) 20 20 20

バックホウ(0.5m
3
) 60 60 60

ラフテレーンクレーン(25t) 20 20 20 20

バックホウ(0.5m
3
) 60 60 60 60

合計 0 0 0 0 80 80 80 80 0 0 0 0 0 0 80 80 80

ラフテレーンクレーン(35t)

バックホウ(0.5m
3
)

ラフテレーンクレーン(25t)

バックホウ(0.5m
3
)

ラフテレーンクレーン(25t) 20 20 20 20 20 20 20

バックホウ(0.5m
3
) 60 60 60 60 60 60 60

合計 0 0 0 0 0 0 0 80 80 80 80 0 0 0 80 80 80

ラフテレーンクレーン(35t)

バックホウ(0.5m
3
)

ラフテレーンクレーン(25t)

バックホウ(0.5m
3
)

ラフテレーンクレーン(25t) 20 20 20 20 20 20 20

バックホウ(0.5m
3
) 60 60 60 60 60 60 60

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 80 80 80 80 80 80

工事5年目 工事6年目

路盤工・電気支

柱工・停留所

軌道工・電気工

建設機械
工

区
工種

高

架

部

準備工

基礎工・橋脚工

桁架設工

軌道工・電気工

舗装工

地

平

部

①

準備工

地

平

部

②

準備工

路盤工・電気支

柱工・停留所

軌道工・電気工

地

平

部

③

準備工

路盤工・電気支

柱工・停留所

軌道工・電気工
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  (3) 供用計画 

   ① 運行本数 

供用後の運行本数は現況と同等と想定し、表 2-6 に示すとおりである。 

 

表 2-6 供用後の運行本数 

区  間 上下別 
運行本数 

日運行本数（本/日） ピーク時運行本数（本/時）

広島駅電停～稲荷町電停 

上り線 315 26 

下り線 315 26 

上下線 630 52 

稲荷町電停～新設電停 

～比治山下電停 

上り線 108 9 

下り線 108 9 

上下線 216 18 

 

   ② 環境保全措置等 

   1) 軌道構造 

本事業の軌道構造は、高架部の鋼桁は樹脂固定軌道、軽量盛土はバラスト軌道、ま

た、地平部は必要に応じて樹脂固定軌道を採用する。これらの軌道を採用することによ

り、路面電車の走行により発生する騒音・振動の低減に努める。 

樹脂固定軌道はレールを樹脂によって固定する軌道であり、スラブ軌道等の従来型

固定方法と比較すると路面電車の走行により発生する騒音・振動が抑制される。 

また、バラスト軌道は、バラスト（砕石）の上に枕木を設置してレールを固定する

軌道であり、スラブ軌道と比較すると路面電車の走行により発生する騒音・振動が抑制

される。 

 

   2) 遮音壁の設置 

本事業の高架部については、レールレベルから約 2m の遮音壁を設置する予定であり、

路面電車の走行により発生する騒音の低減に努める。 

 

   3) 制振材の設置 

本事業の高架部の鋼桁については、路面電車の走行による振動を低減される制振材

を設置し、桁の振動に起因する騒音・振動の低減に努める。 
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図 2-8 スラブ軌道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9 バラスト軌道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10 樹脂固定軌道  

樹脂による 

レールの固定 レール 
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 2.4 都市計画対象事業に関連する事業 

 2.4.1 広島駅南口広場再整備等事業 

広島駅南口広場再整備等事業の計画概要は、表 2-7 及び図 2-11 に示すとおりである。 

 

表 2-7 広島駅南口広場再整備等事業の計画概要 

ア．南口広場再整備の方法 広場への路面電車の進入ルートを駅ビル敷地を活用し路面電車

を高架とする駅前大橋ルートによる広場再整備 

合わせて、段原一丁目、的場町、八丁堀、紙屋町、市役所前、皆

実町六丁目を環状で結ぶ循環ルートを整備 

イ．南口広場内の交通施設

の規模 

・路面電車  乗車場 4 か所、降車場 4 か所 

・バ  ス  22 バース 

・タクシー  乗車場 3 か所、降車場 4 か所、プール 約 63 台

・マイカー  降車スペース、駐車場 約 23 台 

出典：「広島駅南口広場の再整備等に係る基本方針の決定について」（広島市 HP） 
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